
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊 見 城 市 議 会 

平成 28 年３月 

第 ２ 回 定 例 会 
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通告番号 1 

（質問者：新垣亜矢子）1回目の質問形態【一問一答】  （3月 15日 第 1日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 子どもの貧困対

策について 

① 本市の事業計画を伺う。 

② 対象となる世帯数を伺う。 

③ これまで本市が行ってきた低所得者への支援を伺う。 

④ 予算 10 億で今後 6 年の予定であるが、その 6 年後、

予算が無くなると想定した場合、継続した支援が必要と

なる世帯にどう対応していくのか見解を伺う。 

(２) ひとり親世帯支

援について 

沖縄は離婚率が全国 1位だが、家庭裁判所で離婚調停を

する方が少なく、片方の親が子どもの養育費を支払わず、

養育をする側の親だけが経済的に苦しい思いをすることが

多い。市としても離婚による生活困窮者を減らすための初

期対策が必要と考える。 

① 本市の離婚によるひとり親世帯数を伺う。 

② 離婚調停と協議離婚の割合を伺う。 

③ 離婚手続きに関する市の相談窓口を設けることが出来

ないか伺う。 

④ 生活困窮の未然防止のため市のホームページ内で離婚

に関する情報を充実出来ないか伺う。 

(３) 公立幼稚園につ

いて 

① 公立幼稚園への給食導入を開始して約一年が経ちます

が、状況を伺う。 

② 今後の課題を伺う。 

(４) 保育園設置につ

いて 

子育て世代の職員を支え、既存の認可園の受入れ枠を市

民へ広げるためにも保育園が必要と考えるが、職員のため

の保育園設置について見解を伺う。 
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通告番号 2 

（質問者：与那覇 清雄）1回目の質問形態【一問一答】 （3月 15日 第 1日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 市民と共に協力して

つくる環境型まちづくり

について 

 

① 街路の防犯灯の負荷を軽減するために、全てＬＥＤ 

電照灯に取り換える必要性があるが見解を伺う。 

② 二酸化炭素の排出抑制を目的に低炭素社会構築事業 

言わば省エネ設備導入促進事業が進められていると思

うが、その進捗状況について伺う。 

(２) 今後の社会資本整備

の充実について 

 

① 豊見城市は近年著しい発展を遂げているが、その都 

市形成とその機能は那覇市を含めて南部広域に大きな

影響を及ぼす内容であり、全体の均衡ある都市整備が

求められてくることになるが、豊見城市の都市整備

等々の概要について伺う。 

② 豊見城市の発展の状況を人口増減及び企業進出等の

データで分析的に考察すると、西部地域と東部地域に

は大きな差異が生まれている状況であり、市街化促進

や、道路・下水道・公園・児童館等々社会資本の整備

が大きく遅れており、この間不均衡の状態が続いてい

るが、今後の対策を伺う。 

(３) 東部地域、とりわけ

長堂・金良地域への下水道

施設の布設について 

 

① 東部地域でも真玉橋・嘉数・根差部・真嘉部地域は

一定の整備が進捗しているが、長堂・金良の地域は人

口の減少と高齢化が著しく、地域を担っていく人口誘

引計画とそれを支える都市計画の見直しや下水道施設

等の社会基盤の整備が急がれるべきと思うが、下水道

施設の布設計画についての見解を伺う。 

② 公共下水道事業（中部流域関連公共下水道）の計画

的拡張を図り、豊見城市東部地域、長堂及び金良地域

の発展の生活基盤である下水道施設計画を急いで拡大

すべきと思うが見解を伺う。 

(４) 公職選挙法違反につ

いて 

 

① 先の一般質問で、現職議員の公職選挙法違反の寄附

行為に関する質問行ったが、選挙管理委員長は『今回

の寄附行為が事実であれば、公職選挙法に抵触する可

能性がある』と答弁されている。その事実認定は誰が

行うのか再度伺う。 

② 同じく先の質問で、選挙管理委員長は、その事実認

定について『選挙管理委員会は司法権の行使は出来な

い』との主旨の答弁を行っているが、選挙管理委員会

の事実調査は司法権の行使に類似する行政行使に該当
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するのか再度伺う。 

③ 本職が、選挙管理委員会に平成 27 年 12 月 25 日付

申立てた『異議申立』に対する選挙管理委員会の平成

28年 2月 3日付『異議申立に対する決定について』で

は、これまでの議会答弁とは相違して『・・事実に関

する調査や告発手続は選挙管理委員会のみにあるので

はなく・・』と回答されており、それは『事実調査』

に関する選挙管理委員会の権能を肯定されていること

になるが、その方向転換をした理由は何か伺う。 

④ 同『異議申立に対する決定について』で、事実調査

の権能の行使について『・・職務執行上知りえた事項』

としているが、それ以外には例え市民から上申する違

反事実であったとしても『知りえた事項』以外になる

のか伺う。 

⑤ 『・・事実を知ったものが告発すればいい』との主

旨の市民よりの違反事実に関する指導願いや告発手続

についても、選挙管理委員会とは全く無関係との意味

か伺う。 

⑥ 今後は、この間の議会答弁等々を踏まえ、選挙違反 

行為やその類似行為が発生しないよう、公正且つ平等

な機会が確保できるよう選挙管理委員会の努力を期待

したいが、意見を伺う。 
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通告番号 3 

（質問者：當銘清弘）1回目の質問形態【総括質問】  （3月 15日 第 1日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 平成 28 年度市政

運営方針について 

① 協働と交流によるまちづくりについて 

（ア） 市民参加の機会拡大については、市民の意見を聴取

し、協働のまちづくりを推進するため「協働のまちづく

り懇談会」（行政懇談会）の実施に向け取り組んでまいり

ます。と謳っておりますが、どのような内容なのか伺う。 

（イ） 男女共同参画社会の推進については、本市の男女共

同参画都市宣言及び第 2次男女共同参画プランに基づく

施策を推進してまいります。とのことですが、その施策

の内容を伺う。 

② 子どもが活きる学びと文化のまちづくりについて 

（ア） 施設整備については、各幼稚園の保育室、遊戯室や

暑くて授業に支障のある教室へクーラーを設置し、児童

生徒の安全と教育環境の改善に努めてまいります。との

ことですが、施設整備の予算規模とその内容を伺う。 

（イ） 子育て環境の充実の中で、本年度新設の「保育幼稚

園課」に「保育コンシェルジュ」を配置し、保護者への

支援充実を図ってまいります。とのことですが、その内

容を伺う。 

（ウ） 「待機児童対策」については、保育を必要とする子

どもの諸施策を中心に展開し、待機児童の解消に向けて

取り組んでまいります。とのことですが、予算規模とそ

の内容について伺う。 

（エ） 認可外保育園や自治会幼児園の支援については、保

育環境の充実を図るとともに、新すこやか保育事業の継

続実施や食育推進の観点から市独自の支援策についても

充実を図ってまいります。とのことですが、市独自の支

援策の予算規模とその内容を伺う。 

③ 共助でつくる健康文化と福祉のまちづくりについて 

（ア） 福祉の充実の中で、地域福祉の推進について、専門

的知識を有するコミュニティ・ソーシャルワーカーを配

置し、誰もが住み慣れた地域で安心した生活が送れる社

会づくりを推進してまいります。とのことですが、その

内容を伺う。 

（イ） 高齢福祉については、「第 6次本市高齢者保健福祉

計画」に基づき、本市に適した「地域包括ケアシステム」
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の構築を推進してまいります。とのことですが、その内

容を伺う。 

（ウ） 子どもの貧困対策については、国の重点施策である

「全ての子どもたちが夢と希望を持って成長していける

社会の実現」に向け、子どもの貧困を把握し、必要な支

援につなげるため貧困対策支援員の配置を支援するとと

もに、子どもが安心して過ごせる居場所づくりに取り組

んでまいります。とのことですが、他市町村の先進事例

として取り組み状況がマスメディアで報道されていま

す。1 例を申し上げますが、子ども食堂や NPO などに

よる学習支援塾や各種社会団体による支援等がございま

す。そこで本市の現状と取り組み状況等を伺う。 

④ 持続可能な環境と安全・安心のまちづくりについて  

（ア） 環境美化と不法投棄防止の推進についての中で、関

係機関と連携して不法投棄の監視活動等を行い、快適な

地域づくりに取り組んでまいります。とのことですが、

その具体的な取り組み状況を伺う。  

（イ） 災害に強いまちづくりの中で、「自助」「共助」「公

助」の精神が根ざした災害に強く、安心して住めるまち

づくりを目指し、より多くの自主防災組織が設立できる

よう引き続き支援してまいります。とのことですが、そ

の具体的な取り組み状況を伺う。 

⑤ 地域特性を活かした産業創造のまちづくりについて 

（ア） 農村環境の改善についての中で、多面的支払交付金

事業により地域資源の適切な保全管理を図るとのことで

すが、その具体的な内容を伺う。 

（イ） 商業の振興の中で、中小企業の振興に関する基本条

例を制定し、地域経済の活性化や市民生活の向上に繋げ

てまいります。とのことですが、その内容を伺う。 

⑥ 都市とみどりが調和するまちづくりについて  

（ア） 宜保市長は「とみぐすくを日本一楽しく・住みよい

まちにする」というビジョンを実現するため、市民ニー

ズを的確に把握し、全力で諸施策に取り組んでまいりま

す。との平成 28 年度市政方針を述べておりますが、平

成 28 年度市政方針の最大の目玉事業は、とみぐすくの

象徴となる庁舎建設とこれからの都市づくりではないか

と思いますが、市長の見解を伺う。 
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通告番号 4 

（質問者：瀬長美佐雄）1回目の質問形態【総括質問】  （3月 15日 第 1日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 平和構築の推進

に関する市長の政治

姿勢について 

 

① 建白書実現の正念場を迎えており、建白書に署名した

市長の責務は重要度を増しています。その認識を伺う。 

② 辺野古新基地建設反対の沖縄の民意は、米国、世界中

に広がっている。建白書実現を求める市長としての見解

を伺う。 

③ 翁長県知事のあらゆる手段で辺野古新基地建設を阻止

する姿勢を県民の 8割が支持している。建白書実現のた

め頑張ると議会答弁の実践状況、今後の具体化を伺う。 

④ 安倍政権の憲法 9条明文改憲及び地方自治体法の理念

を脅かす姿勢に多くの市民が不安を抱いている。戦後 71

年、二度と戦争をしないと定めた憲法 9条に対する認識

を伺う。 

⑤ 戦争体験を後世に伝える事業化を求めてきたが、その

進捗を伺う。 

(２) 子どもの貧困対

策の拡充について 

① 国・県の貧困対策費を活用する子どもの貧困対策に取

り組む基本的視点を伺う。 

② 子どもの貧困の実態を調べて有効な対策を実施すべ

きと考えるが、貧困の実態及びその認識と対応策を伺

う。 

③ 子どもの貧困化を招いた根本原因についての認識を

伺う。 

④ 学童保育事業の充実について 

（ア） 家賃補助（市対応費 40万円弱）の実施を求めるが

見解を伺う。 

（イ） ひとり親世帯の保育料負担軽減実施を求めるが見

解を伺う。 

（ウ） とよみ小学校内への施設整備を求める声が寄せら

れており、市民の要請に応えるべきと考えるが、その対

応を伺う。 

⑤ 地域コミュニティの構築が重要と考える。 

（ア） 地域コミュニティの構築への新たな取り組みを伺

う。 

（イ） 学力向上と心の拠り所となる地域での教育的支援

組織を作る考えはないか伺う。 
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(３)  世界のうちなー

んちゅ大会（とみぐす

くんちゅ）の取り組み

について 

① 前回以降のネットワークづくりの取り組みを伺う。 

② 今年の大会準備状況について伺う。 

③ 移民史編集の成果を教育的活用へ取り組むべきと思う

が対応を伺う。 

(４) 地域環境整備に

ついて 

① 根差部児童公園について 

（ア） 自治会用地使用契約の問題・根差部自治会の用地購

入への対応を伺う。 

（イ） 遊具の早期整備を求めるが見解を伺う。 

② ニュータウン地内の擁壁防護工事の早期完成を求める

が見解を伺う。 

(５) 防災・減災害の取

り組みについて 

① 海抜表示を強化すべきと思うが見解を伺う。 

② 地域組織の拡大と、演習など取り組み状況を伺う 
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通告番号 5 

（質問者：山川 仁）1回目の質問形態【一問一答】   （3月 15日 第 1日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 子どもの貧困対

策について 

昨年の 12 月議会でも質問致しましたが、改めて対象者

すべての市民がこの支援・制度について知らなかったと言

うことがないよう周知を徹底し、かつ地域にあった利用促

進の施策が必要と考えていますが、以下の内容を伺う。 

① 本市の子どもの貧困率を伺う。 

② ひとり親世帯の貧困率を伺う。 

③ 本市の子ども貧困対策支援内容を伺う。 

(２) 女性が活躍する

社会について 

女性活躍の機会について以下の内容を伺う。 

① 2016年度に予定されている女性管理職は前年度と比

べ何名の増減なのか伺う。 

② 本市の審議会における 2015年度の女性委員の比率は

何%となっているのか伺う。 

(３) 都市計画マスタ

ープランの改定につ

いて 

都市計画の基本的な指針となる本市の都市計画マスター

プランが平成 28 年度の改定に向けて進んでおりますが、

以下の内容を伺う。 

① 現在までの取り組み状況について伺う。 

② 今後の取り組みについて伺う。 

(４ ) 豊崎地区に交

番・派出所等設置につ

いて 

多くの市民が安心安全に住めるよう、また観光客が快適

に過ごせるよう豊崎地域周辺を見守る「交番・派出所」等

の設置を県警や関係機関等に求めていく必要があると思う

が当局の見解を伺う。 

(５) 鉄軌道・LRT 等

新たな公共交通につ

いて 

2016年度一般会計予算に、本市の新たな公共交通システ

ム導入可能性調査検討事業が計上されましたが、以下の内

容を伺う。 

① 一括交付金を活用して 13,952千円の事業費となって

いますが事業内容について伺う。 

② 新たな公共交通の先進地（富山市・九州・中国地方等）

の事例や現在計画を進めている栃木県宇都宮市などの取

り組みを調査研究し、本市に活かして頂きたいが見解を

伺う。 
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通告番号 6 

（質問者：赤嶺勝正）1回目の質問形態【総括質問】  （3月 15日 第 1日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 教育行政につい

て 

① 本市の小・中学校における不登校生徒数と気になる子

の状況について伺う。 

② 市教育委員会の生徒指導方針について伺う。 

(２) 保育行政につい

て 

① 市内の小規模保育所や認証保育園への移行状況につい

て伺う。 

② 保育士の安定雇用と待機児童解消は、表裏一体である

と考えますが、その施策はあるのか伺う。 

(３) 道路行政につい

て 

市道 257号線、市道 22号線の平成 27年度の事業内容と

平成 28年度の事業計画について伺う。 
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通告番号 7 

（質問者：宜保安孝）1回目の質問形態【一問一答】   （3月 15日 第 1日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１ ) 認知症に対する

取り組みについて 

① 認知症の早期発見、早期支援措置等の課題に対し、医

療・介護・福祉の関係機関の連携は、大変重要だと考え

る。核家族化や自治会加入率の低下等の現状をふまえた

今、家庭と地域と行政が役割分担して行動できるような

総合的な対策を進める必要があると考えるが、これまで

の取り組みについて伺う。 

② 今後の課題について伺う。 

(２) We are One豊見

城パレードについて 

① 開催の目的及び主旨、成果目標について伺う。 

② 実行委員会の取り組み状況について伺う。 

(３ ) 生活道路整備に

ついて 

上田及び上田山川地内の側溝整備及び路面舗装工事の計

画について伺う。 
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通告番号 8 

（質問者：儀間盛昭）1回目の質問形態【一問一答】   （3月 15日 第 1日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 教育・児童福祉に

ついて 

① 子育て支援・いじめ・非行問題の対応強化について 

（ア） 各小学校への専任配置を求めてきたが、どう対応さ

れるか伺う。 

（イ） 小中学校での「問題行動」が起きた時の対応につい

て伺う。 

（ウ） 学校用務員の再配置をすべきだがどうか伺う。 

（エ） 給食費無料化・軽減策の取り組みについて伺う。 

② 待機児童解消の取り組みについて 

（ア） 市保育計画の取り組みについて伺う。 

（イ） 新年度スタート時の待機児童数の想定について伺

う。 

（ウ） 待機児童を減らすため、上田保育所閉所は改めるべ

きだがどうか伺う。 

(２) 産業振興につい

て 

学校給食センターにおける安全安心を求める対応と、地

産地消の取り組みについて 

（ア） 2月 22日ノロウイルス検出で給食停止となったが、

どう対応したか伺う。 

（イ）使用農産物・地元産利用状況について伺う。 

(３) 安全安心・快適な

まちづくりについて 

① ゆたか小学校近くの旧中心市街地地区のまちづくりに

ついて 

（ア）不発弾対策の取り組み状況について伺う。 

（イ）市庁舎が位置確定した旧中心市街地地区の計画見直

しについて伺う。 

② 高速道の桁下利用について 

（ア）取り組み状況について伺う。 

（イ）今後の対応について伺う。 

③ 歩車分離信号機設置の取り組みについて。 

（ア）今年度までの設置実績について伺う。 

（イ）今後の設置計画について伺う。 
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通告番号 9 

（質問者：德元次人）1回目の質問形態【一問一答】  （3月 16日 第 2日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 自治会公民館に

ついて 

嘉数公民館建て替え事業の可能性をどう考えているのか

伺う。 

(２) 子どもの貧困対

策について 

① 貧困対策として配置予定の支援員・有資格者等々の人

材確保は県内でも競争が予想されるが、確保の方法を伺

う。 

② 行政と学校及び保育園との連携は必須であり、教育現

場での対象児童生徒を把握する方法を伺う。 

③ 地元の経済界各種団体との協力体制をどう構築する予

定なのか伺う。 

(３) 学童保育施設に

ついて 

① 行政として運営指導等の監査が必要だと思いますが、

実施の考えはあるか伺う。 

② とよみ小学校敷地内に新設の学童保育施設が求められ

ていますが、その可能性を伺う。 

(４)スポーツ振興につ

いて 

① 陸上競技場改修に向けた次年度の取り組みについて伺

う。 

② 市内で行われるイベント開催を PR できるような環境

整備の考えはあるか伺う。 
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通告番号 10 

（質問者：仲田政美）1回目の質問形態【総括質問】   （3月 16日 第 2日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 子どもの貧困対

策について 

① 子どもの貧困対策基本計画づくりについて見解を伺

う。 

② 子どもの貧困問題は、多岐にわたり横断的統括組織と

しての対策総合窓口の設置が必要と考えるが、見解を伺

う。 

③ 「子ども食堂」の設置推進と支援について見解を伺う。 

④ 課題やニーズは、地域や校区によって異なるが、貧困

実態調査を行う考えはないか伺う。 

⑤ 子どもの居場所づくりとして、各中学校区に児童館の

設置拡充が必要と考えるが、見解を伺う。 

⑥ 経済的理由で学習支援を行っている通塾について 

（ア） 取組み状況と課題について伺う。 

（イ） 各中学校区へ拡充できないか伺う。 

⑦ 沖縄県が創設する「沖縄県子ども貧困対策推進基金」

に対する本市の活用について見解を伺う。 

(２) 教育行政につい

て 

① 教育の観点から男女混合名簿を全幼・小・中学校へ導

入拡大できないか見解を伺う。 

② いじめに限らず、子どもの SOS全般を受けとめる窓口

として、24 時間いじめ相談ダイヤル 0570-0-78310（な

やみ言おう）カードを作成し、全小中学校の児童・生徒・

保護者へ配布できないか伺う。 

③ 平成 24年 9月議会において、一般質問したミストシャ

ワーですが、全幼・小・中学校へ設置すべきと考えるが、

進捗状況を伺う。 

④ 給付型奨学金の創設について見解を伺う。 

⑤ 学校給食費の所得制限を設け、半額等、助成をする考

えがないか伺う。 

⑥ 学校の中で「LGBT」の対応について見解を伺う。 

(３) 保育行政につい

て 

平成 28 年度待機児童対策の解消に向けて、どのように

取り組む考えか伺う。 

(４) パートナーシッ

プ制度について 

同性カップルを結婚と同等と認める結婚認定「パートナ

ーシップ制度」について見解を伺う。 
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通告番号 11 

（質問者：佐事安夫）1回目の質問形態【総括質問】  （3月 16日 第 2日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 人事行政につい

て 

非正規職員の待遇について以下を伺う。 

（ア） 臨時職員の人数（全体・職種別）正規との比率を伺

う。 

（イ） 市立図書館職員の待遇について伺う。 

(２) 字公民館支援に

ついて 

中央公民館は、社会教育法第 20 条で「一定区域内の住

民のために、実際生活に即する教育、学術及び文化に関す

る各種の事業を行い、もって住民の教養の向上、健康の増

進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進

に寄与することを目的とする」としていますが、字公民館

の根拠が不十分です。 

（ア） 沖縄における字公民館の役割とあり方、歴史的意義

づけをどうしているのかについて伺う。 

（イ） 担当部署はどこで、中央公民館との連携をどう考え

ているのか、状況はどうしているのか伺う。 

（ウ） 一括交付金を活用しての字公民館建設支援が県内各

地で行われていますが、その方法と実績状況を伺う。 

（エ） 一括交付金を活用しての字公民館建設支援を豊見城

市においてはどうすればできるのか考えについて伺う。 

（オ） 字嘉数公民館建設への支援に一括交付金を活用する

考えについて伺う。 

(３) 介護保険につい

て 

介護保険法が改正され、一部の事業が市町村で行うこと

になっています。 

（ア） 事業名について伺う。 

（イ） 市での実施状況を伺う。 

（ウ） 市内の介護受給状況（施設、要介護毎）の人数を伺

う。 

（エ） 介護保険料の減免状況を伺う。 

(４) 予算要求につい

て 

三会派が提出した予算要求の対応を伺う。 

(５) 道路行政につい

て 

① 市道 38号線の整備について 

（ア） 整備計画について伺う。 

② 市道 114号線の整備について 

（ア） 全体としてどう整備していくのか伺う。 

（イ） 嘉数荘園入口交差点の整備が必要ですが、対応につ

いて伺う。 
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通告番号 12 

（質問者：比嘉 綾）1回目の質問形態【総括質問】   （3月 16日 第 2日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 子ども医療費の

無料化について 

 

平成 27 年 9 月議会で質問した地域活性化・地域住民生

活等緊急支援交付金、制度要綱について情報がきちんと入

っていないとのことでしたが、その後の調査をしたのか伺

う。 

(２) 市道 130 号線に

ついて 

豊見城団地平良県営から北分譲交差点（市道 130号線）

は県有地になっていると調査の結果分かっていますが、市

が譲渡を要請する考えを持っているか伺う。 

(３) 真玉橋急傾斜地

崩落対策事業の促進

について 

平成 28 年度完成を目指して取り組まれている県の事業

ですが、今日現在、解決しておらず工事が未完成です。 

県の担当課へ調査したところ地権者の承諾を得られていな

いとのことでしたが、この地域は十数年前、台風時に避難

勧告が出た地域であり、地域の方の不安解消が急がれます。 

市は「残る未着工部分も地権者の同意が得られるように交

渉を継続していく」と答弁していましたが、この間の市の

取り組みと今後の事業の見込みについて伺う。 

(４) 道路行政につい

て 

平成 27 年 9 月議会で保栄茂地内ハイム 205（住所：保

栄茂 205番地）後ろの道路が雨のたびに水が溜まって、水

はけが悪く改善が求められることを伺いました。当局は、

「適正な雨水排水処理が行われていないことが確認された

ので、関係者と調整の上、雨水排水処理の検討を行ってま

いりたいと考えております。」との答弁でしたが、今日現在、

解決していない理由は何か伺う。 
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通告番号 13 

（質問者：比嘉 彰）1回目の質問形態【一問一答】  （3月 16日 第 2日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 挨拶の大切さに

ついて 

① 挨拶はコミュニケーションの基本と思うが、小中学校

では、挨拶の意義についてどのように指導しているか伺

う。 

② 挨拶の指導（訓練）をしているか伺う。 

③ 市民に対する本市職員の対応（挨拶）をどう思うか伺

う。 

④ 本市職員の上司や同僚に対する挨拶をどう思うか伺

う。 

(２) 豊見城の呼称に

ついて 

① 現在、豊見城（とみぐすく）と呼称されている名称を

ひらがなの「とみぐすく」に変更するのは可能か伺う。 

② 6月議会で、當銘議員への答弁の最後の部分で「今後

市の名称変更等の方策も含め、他の事例等も調査・検討

を行い、前向きに検討する」と答えているが進捗状況を

伺う。 

(３) 猫による被害に

ついて 

① 長堂自治会で猫による被害に遭っている家庭が数件あ

るが、どう対処すれば良いか伺う。 

② 野良犬の確保はできるが、猫の捕獲はできないと聞い

たが、何故か伺う。 

(４) 道路行政につい

て 

① 金良地区市道 41号線の進捗状況について伺う。 

② 饒波地区市道 32・33号線の進捗状況について伺う。 

③ 饒波地区市道 313号線の進捗状況について伺う。 
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通告番号 14 

（質問者：外間 剛）1回目の質問形態【総括質問】  （3月 16日 第 2日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 地区計画及び都

市計画について 

① 庁舎移転の進捗状況について伺う。 

② 中心市街地代替事業の進捗及び計画について伺う。 

③ 庁舎移転に伴う中心市街地のあり方をどのように取り

組むのか伺う。 

(２) 新公共交通計画

について 

① 一括交付金活用にての新公共交通の調査計画について

伺う。 

② 瀬長島へのアクセスについて現状及び将来の見込みに

ついて伺う。 

(３) 教育行政につい

て 

① 上田小学校建替事業において進捗状況及び問題点の有

無を伺う。 

② その後に予定される豊見城中学校の建替事業において

着手予定及び現状における問題点の有無を伺う。 

③ 上田小、豊見城中建替事業及び庁舎建設における体育

授業及び部活動への影響について伺う。 

(４) 証明書誤表記に

よる訴訟事件につい

て 

現時点での経過及び対応について伺う。 

(５) ハーリーについ

て 

① 平成 25 年度の施政方針での「ハーリー体験」の言葉

を最後に、市政方針の中では、ハーリーの文字がなくな

りましたが、市はボランティア集団の協会をどのように

支援しているのか伺う 

② 平成 27年度、美ら SUNビーチ北側の岩礁破砕の予算

を組んで事業執行していないが、（未執行理由、漁協との

交渉回数、龍船協会との交渉回数、今後どう考えていく

のか）詳しく伺う。 

③ 昨年から今年度にかけ何度も、各種旅行代理店等から、

100 名単位の「ハーリー」を活用した体験プログラムの

オファーがあったにも係わらず、潮の関係で大型プログ

ラムが実現出来なかったと聞いているが、このままでい

いのか。行政と観光協会と龍船協会で改善すべきと考え

るが見解を伺う。 
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通告番号 15 

（質問者：赤嶺吉信）1回目の質問形態【総括質問】   （3月 16日 第 2日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 道路行政につい

て 

市道 10号線の市民体育館入口は現在、改良工事が行わ

れているが、これについて以下のことを伺う。 

（ア） 与根入口方向から来た車輌は体育館入口で一時停止

をする形なっているが、従来と違う通行方法になった理

由について伺う。 

（イ） 従来と異なる通行形態となることで事故が増える可

能性が高いが、当局はどのように考えているのか伺う。 

（ウ）新たな通行形態にするのであれば、早期の信号機設

置が必要だと思うが、当局の見解を伺う。 

(２) 安全安心な街づ

くりについて 

市道 10号線において、与根変電所から市民体育館に向

けて、17本のコンクリート電柱が設置されています。そこ

で以下のことを伺う。 

（ア） 与根自治会の代替コースへの電柱の移設時期は、何

年後を想定しているのか伺う。 

（イ） 電柱が設置されている歩道は非常に狭い状況にある

が、電柱が移設される間の改善策は考えているのか伺う。 

(３) 市民体育館への

案内板設置について 

国道 331号与根入口、国道 331号小禄バイパス等の幹線

道路から市民体育館入口まで誘導する案内板の設置が必要

と考えるが、当局の見解を伺う。 
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通告番号 16 

（質問者：大田正樹）1回目の質問形態【総括質問】  （3月 16日 第 2日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 姉妹都市交流に

ついて 

① 昨年 10月高千穂町姉妹都市提携盟約 20周年式典が宮

崎県高千穂町にて行われ、去った 1月には高千穂町議会、

役場、商工会の皆さんが、豊見城市、南城市に経済交流

視察に来られましたが、以下について伺う。 

（ア） 産業フェスタが悪天候で中止になり、高千穂販売ブ

ースを期待していただけに残念ですが、再度何らかの形

（例・とみぐすく祭り等）で、姉妹都市の販売ブースを

構築できないか伺う。 

（イ） 南城市と比較し、本市の受け入れ体制の自己評価に

ついて伺う。 

② 歓迎会の中でも、お互いの首長から今後の交流につい

て意見を述べておりましたが、以下について伺う。 

（ア） 子ども達の交換留学について伺う。 

（イ） 行政職員の人事交流の復活について伺う。 

③ 宮崎県美郷町、高知県土佐清水市との交流について、

新たな事業展開を考えているか伺う。 

(２) 友好都市交流つ

いて 

過去に台湾新竹市とお互いの観光 PRなど、今後の展開

に期待していたが、その後どうなっているのか伺う。 

(３) 自治会活動（文化

行事）について 

① 48自治会で綱引きを行っている自治会の数を伺う。 

② 伝統的にワラを編んでいる自治会の数を伺う。 

③ 自治会がこのような文化を継承し、地域コミュニティ

を守り続けていることについて、市はどのように考えて

いるか見解を伺う。 

(４) ふるさと納税に

ついて 

何らかの意志（意図）を持って寄附をされたふるさと納

税は、どの程度まで寄附者の思いに応えきれるのか伺う。 

(５) 教育行政につい

て 

① 小学生、中学生がネット環境に触れやすい社会とな

り、違う学校や違う年代とも簡単に SNS で繋がりやす

くなりました。画面上での会話は誤解を招きやすく、仲

間外れやイジメに発展しやすいが、以下について伺う。 

（ア） トラブル事例はあるのか伺う。 

（イ） 防止策として児童生徒（保護者含む）へどのよう

な指導（注意喚起）を行っているのか伺う。 

② 豊見城中学校が庁舎建設の影響を受け始めています

が、保護者は学校側からの説明もなく戸惑っていると聞
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いていますが、以下について伺う。 

（ア） 保護者に説明をしたのか又はその予定はあるか伺

う。 

（イ） 部活動をしている生徒に何らかの配慮策を考えて

いるか伺う。 

③ 市政方針で市長が述べられているように、豊見城市の

子ども達は各分野で優秀な成績を残しています。特に吹

奏楽部（楽器系）は、小学校、中学校と表彰されている

にも関わらず、楽器が老朽化していると聞いています

が、教育委員会は、このような実態をどのように考えて

いるのか伺う。 

④ ゆたか小学校の法面は、地域の皆さんや PTA で草刈

りボランティアを行っています。本来、この敷地は教材

園と思いますが、整備をする考えはあるか伺う。 
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通告番号 17 

（質問者：新垣繁人）1回目の質問形態【総括質問】  （3月 17日 第 3日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 子どもの幸福支

援及び貧困対策の推

進について 

① 本市の子どもの貧困状況について 

（ア） 18歳未満の子どもを対象にした「子どもの貧困率」

として日本全体での子どもの貧困率は 16.3％、沖縄県全

体では 29.9％と公表されているが、本市の貧困率につい

て伺う。 

（イ） 国が示す基準に該当する本市の子どもの貧困世帯数

及び子どもの人数について伺う。 

（ウ） 国が示す基準に該当する世帯の子ども達だけが子ど

もの貧困問題及び対策の対象となるのか市の見解を伺

う。 

② 沖縄子どもの貧困緊急対策事業補助金として、本市の

平成 28年度予算（案）に 68,868千円が予算計上されて

いるが、具体的な事業内容について伺う。 

③ 国の沖縄子どもの貧困緊急対策事業とは別に、沖縄県

独自の単独事業として県は 2月補正で子どもの貧困推進

基金事業 30億円を予算計上しているが、具体的な事業

内容について伺う。 

④ 関連担当部署との調整について 

（ア） 子どもの貧困問題に対して担当関連部署との連携が

重要課題と考えるが、実際に協議を行っているのか伺う。 

（イ） 県との連携をどのように行っているのか伺う。 

⑤ 子どもの貧困対策の推進に関する法律に規定されてい

る 4つの支援に対しての本市の対応策について、以下を

伺う。 

（ア） 教育支援の対応策について伺う。 

（イ） 生活支援の対応策について伺う。 

（ウ） 保護者に対する就労支援の対応策について伺う。 

（エ） 経済的支援の対応策について伺う。 

(２) 商工観光につい

て 

① 豊崎の観光関連用地への企業誘致について 

（ア） 公募状況について伺う。 

（イ） 本市の検討委員会の進捗状況について伺う。 

（ウ） 県、県公社、市で構成されている作業部会の進捗状

況について伺う。 

（エ） 現時点で本市の意向がしっかりと反映されているか

を伺う。 
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（オ） 最終決定を行う選定委員会の進捗状況を伺う。 

（カ） 買い戻し特約についての協議状況について伺う。 

（キ） 現時点での税収を含む経済効果等の見込みを伺う。 

② 豊崎の観光関連用地等において、土地を取得後、建築

や開業の目途が立ってない様な場所があるが、所有者と

の協議状況等について伺う。 

(３) 国民健康保険事

業について 

① 国民健康保険証について 

（ア） 平成28年2月末現在の国民健康保険証の発行数と短

期証の発行数について伺う。 

（イ） 短期証を廃止した場合に想定される影響額について

伺う。 

（ウ） 滞納処分を強化し、短期証を廃止していく考えがな

いか伺う。 

② 国民健康保険事業の県単位の広域化について 

（ア） 沖縄県国民健康保険広域連携会議の主体について伺

う。 

（イ） 国保広域化の進捗状況について伺う。 

（ウ） 国保広域化に向けた今後の取り組みについて伺う。 

（エ） 広域化へ向けて、今現在、県内各市町村の課税方式

や税率等についてどのような協議がされているかを伺

う。 

（オ） 現時点で、県は広域化へ向けて各市町村に対し、税

率を上げるべき又は下げるべきかどちらの考えを持って

いるのかを伺う。 

（カ） 広域後に生じる各市町村の赤字対応については、ど

のような協議がされているか伺う。 

（キ） 広域後の短期証の発行又は廃止については、どのよ

うな協議がされているか伺う。 
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通告番号 18 

（質問者：楚南留美）1回目の質問形態【総括質問】   （3月 17日 第 3日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 児童福祉につい

て 

 

① 新年度の4月時点で想定される、とよみ小及び長嶺小校

区内の学童クラブの定員に対する利用希望者数について

伺う。 

② 学童待機児童の対応策のひとつとして行政も含めた学

童間の連携が不可欠と考えるが、現状について伺う。 

③ 長嶺中学校区の学童待機児童を解消するため、長嶺小

学校同様にとよみ小学校敷地内にも学童クラブを新設す

る考えがないか伺う。 

④ 新規で民間等が学童クラブを設立する場合の手続き内

容及び運営補助が確定するまでに要する期間等について

伺う。 

(２) 幼児・児童生徒の

フッ化物洗口につい

て 

① フッ化物洗口の効果について、どのように認識してい

るか伺う。 

② 久米島町は、先進的に取り組んでいるようですが、そ

の効果について認識があるか伺う。 

③ 本市も久米島町同様に学校現場でも取り組むべきと考

えるが見解を伺う。 

④ 久米島町同様に実施した場合、事業費はいくらか伺う。 

(３) 消防行政につい

て 

 

本市は平成24年度から平成27年度を最終年度とした消

防体制計画を作成し、10名の人員増を行い現在58名の職員

体制となっているが、第4次豊見城市総合計画では将来の目

標人口が平成32年には7万人と想定されており、現に本市

の人口は毎年約1,000人の増となっている。今年度を最終年

度とするのではなく、将来目標人口である7万人に向けた新

たな消防体制計画を作成する必要があると考えるが見解を

伺う。 

(４) 歩道整備につい

て 

市道239号線、宜保公務員宿舎近くの歩道にひびが入り、

フェンスが傾斜している状況について6月定例会にて質問

し、答弁では「調査を実施し対策の検討を行う」とされて

いたが進捗状況と今後の計画について伺う。 
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通告番号 19 

（質問者：大城敬理）1回目の質問形態【一問一答】   （3月 17日 第 3日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 道路行政につい

て 

① 市道 28号線は幅員も狭く、市道 27号線との交差点付

近においては往来が非常に危険な状況であります。また

通勤・通学路として利用され、ラッシュ時には抜け道と

して利用されています。安全面からも早期に整備する必

要があると考えますが、見解を伺う。 

② 万人橋橋梁工事の進捗状況について伺う。 

(２) 学校制服につい

て 

名護市の小中一貫校で、かりゆしウェアが制服として導

入されます。本市には特産品である「ウージ染めかりゆし」

があり、それを取り入れることによって県内外への PR や

経済効果も大きいと考えるが、見解を伺う。 

(３) 消防行政につい

て 

空港内での航空機事故の場合、いち早く空港内にある消

防が駆けつけますが、万が一市内の住宅地で事故が行った

場合、空港内の消防との連携はどのようにして図るのか伺

う。また定期的に合同訓練や航空機事故を想定した訓練を

行っているのか伺う。 

(４) ナイト健診につ

いて 

今年の 1 月 28 日に初の試みとしてナイト健診が行われ

ましたが、実施状況と成果について伺う。 
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通告番号 20 

（質問者：大田善裕）1回目の質問形態【一問一答】   （3月 17日 第 3日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 児童福祉につい

て 

① 本市においても認定こども園が認可され、平成 28 年

度からスタートされると聞きましたが、今後も国や県と

ともに認定こども園への移行推進を進めていく考えがあ

るのか伺う。 

② 1 号認定における受け入れ先が 2 号・3 号に比べて少

ないが、今後の幅広い受け入れ先確保のために、どのよ

うな方策を用いるのか伺う。 

(２) 消防広域化につ

いて 

① 全県単一消防本部事業の経緯について伺う。 

② 消防広域化によるメリットとデメリットを伺う。 

③ 近隣市町村との広域化は考えられるか伺う。 

(３) 教育行政につい

て 

① 二学期制について検証委員会を設ける考えがないか伺

う。 

② 昨年 9月議会において、入学準備金の導入を唱えまし

たが、その後の状況を伺う。 

③ 国や県の子どもの貧困対策費や基金を活用して、本市

の育英費を拡充する必要があると考えるが見解を伺う。 

(４) 公園整備につい

て 

児童福祉の観点から、調整区域の子どもたちにも市街地

の子どもたちと格差なく児童公園を設置する必要があると

考えますが、市長の見解を伺う。 
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通告番号 21 

（質問者：瀬長 宏）1回目の質問形態【一問一答】   （3月 17日 第 3日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 子どもの貧困問

題について 

 

① 子どもの貧困の定義を伺う。 

② 全国と県及び市の子どもの貧困率を伺う。 

③ 実態調査実施について伺う。 

④ 県内 11市の市民平均所得と就学援助率を伺う。 

（それを表にして示して下さい。） 

⑤ 子ども貧困対策はどの組織で担うのか伺う。 

⑥ 今後の具体的な対応策について伺う。 

(２) 学校のいじめ問

題について 

① 学校のいじめ対策の組織構成について伺う。 

② この部会の日常的な取り組みについて伺う。 

③ アンケートの取り扱いの方針について伺う。 

④ 各学校のいじめ防止基本方針はどのように策定され、

その周知はどうされているのか伺う。 

(３) 待機児童問題に

ついて 

① 平成 28年 3月現在の待機児数を伺う。 

② 次年度の入所申込数と入所内定数について伺う。 

③ 平成 28 年 4 月の待機児童数はおよそ何人と見込んで

いるか伺う。 

(４) 地方交付税につ

いて 

普通交付税及び特別交付税の算出根拠について伺う。 
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通告番号 22 

（質問者：比嘉仁一）1回目の質問形態【一問一答】   （3月 17日 第 3日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 産業廃棄物問題

について 

① 産業廃棄物の埋立てと市長の政治責任について伺う。 

② 訴訟上の和解について、市長は市民から訴えられた会

社の当時の代表者として、どのような見解か伺う。 

(２) 平成 26 年度のと

みぐすく祭りについ

て 

 

① とみぐすく祭りについて、市長は全てをとみぐすく祭

り実行委員会で決めたとしているが、予算の 90 パーセ

ントを支出した豊見城市の最高責任者として、その使途

について全く関心と責任の自覚はないのか伺う。 

② とみぐすく祭りの予算の使途で、本来の支出より芸能

人の依頼費用が多いのは何故か、とみぐすく祭り実行委

員会より報告を受けて、どう受けとめたのか、それにつ

いての意見を伺う。 

③ 姉妹都市である宮崎県美郷町より 11 人を招待したと

しているが、それは事実か、事実とすればその招待費用

はどこが負担したのか伺う。 

④ その招待費用は、幾らの金額になっているのか。その

支払については、振込または現金支給かその支払の形態

についても併せて伺う。 

(３) 市長のハワイ出

張について 

 

 

① 市長のハワイ出張の目的について伺う。 

② 出張費用について、自費または公費か伺う。 

③ 出張費用の金額について伺う。 

④ 市長のハワイ出張中に、子供たちの学校でのいじめ問

題について PTA、教育委員会等の関係者にて話し合われ

ていたが、これについて市長の見解を伺う。 

(４) 三役の報酬アッ

プについて 

① 三役の報酬について伺う。 

② 三役の報酬アップについて伺う。 
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通告番号 23 

（質問者：赤嶺一富）1回目の質問形態【総括質問】   （3月 17日 第 3日目） 

質問事項 質問の要旨 

(１) 安全・安心な公園

施設について 

根差部児童公園整備事業について、以下を伺う。 

（ア） 公園用地の契約更新について伺う。 

（イ） 遊具整備と用地購入について伺う。 

（ウ） 整備事業の実施年度について伺う。 

(２) 公園・緑地の整備

について 

市の東部地区において、長嶺城址一帯を都市公園として

整備し、安全で快適、緑豊かな都市環境形成を推進する為

の計画について伺う。 

 


